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2013年に結成して、毎年公害資料館連携フォーラムを開催してきましたが、ようやく『公害

資料館ネットワーク』のホームページを開設しました。全国の16団体の情報が公開されて

います。公害資料館ネットワークは、各地の公害資料館等が実践してきた「公害を伝える」

取り組みを共有し、多様な主体と連携・協働しながら公害を学ぶ意義を全国、そして世界

に発信することを目的としています。是非アクセスして下さい。

 公害資料館ネットワークとは

公害教育を実施している組織の交流を図ることを目的として、2013年度から環境省「地域活性化を担う環境保全活動の協働取組推進事

業」（2014年度から「地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」）を活用して、新潟県立環境と人間のふれあい館の塚田眞弘館長とあ

おぞら財団から、公害資料館ネットワーク結成の呼びかけを各機関・団体に行いました。そして、2013年12月7日に公害資料館ネットワーク

が結成されました。

公害資料館ネットワーク　http://kougai.info/

こちらのQRコードからもご覧になれます。

■ 公害資料館ネットワークのホームページ開設しました ■

「西淀川公害から学ぶってなにを？」を開催しました

　3月27、28日に、「西淀川公害

から学ぶってなにを？」をあおぞ

ら財団で開催しました。福島大

学、龍谷大学、よつ葉ホームデ

リバリー大阪など、2日間全体で

21名の方が参加されました（地

球環境基金助成事業）。テーマ

は「今を生きる者として、公害か

ら何を学ぶか」でした。

　1日目の午前はクイズ形式を交

えての西淀川公害や、その他の

公害を学び、語り部の岡崎久女さんの話

を伺いました。午後からは徒歩とバスで

の西淀川、尼崎フィールドワーク、その

後、あおぞら財団に戻り今日のふりかえり

（ワークショップ）を行いました。2日目は

山岸公夫さん（元神戸製鉄所　法務部

長、あおぞら財団理事）と西淀川公害患

者と家族の会の森脇君雄さんの話を伺

い、最後は関心のあるテーマでグループ

分けをしたワークショップを行い議論、発

表しました。

 2日間を通し印象的だったのは西淀川裁

判における患者会の団結のすごさと粘り

強さです。

　また福島大学から来られた学生の方々

が、ご自身の震災の経験を語って下さり、

TVなどで知る情報とは違う生の声に、震

災や公害の問題は終着点を見つけること

が非常に難しく、未来へと繋がっていく問

題であることを実感しました。（村山知子）

フィールドワークでの様子（淀川堤防沿）

『西淀川・環境学習プログラム』
を作成しました！

　あおぞら財団では「ドコモ市民活動団体への助

成金」を受け、『西淀川・環境学習プログラム』

（小学校での実施を想定）を作成しました。

　「西淀川公害から学ぶ」「にしよどがわのかわい

い鳥を見に行こう」「『ゴミ』を資源にする方法　廃

油回収とリサイクルを考える」という３つの切り口

で編集。それぞれ20ページ以内でまとめ、３つの

冊子をバインダーに綴じて区内の小中学校に配

布しました。

　「西淀川公害から学ぶ」では、公害を体験した

ことのない教員や子どもにも大気汚染公害の起

きていた当時の様子を想像できるよう、写真や当

時の子どもたちの書いた作文などを掲載。資料

やワークシートは基本的にＡ４一枚にまとめ、す

ぐにコピーして配布できるように工夫しました。

 公害患者さんの人生を物語調にまとめたワーク

シートで被害を伝え、プログラム毎に「主な発問」

を例示し、生徒とやりとりしながら授業を進められ

るよう提案しました。現在の環境対策についての

解説シートやカプセル測定の方法も紹介。

　ご希望の方はおわけします。あおぞら財団まで

お問合せください。　　　　　　　　　（栗本知子）

2日間のふりかえり（ワークショップ）
でのグループ発表

様々な視点から震災の経験等を
語ってくださいました。


